
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 27名 （回答者数）
20名

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者に魅力が伝わるように、

面談時等や見学にてお伝えしていきます。

子どもが安心して過ごせれるように心がけていきます

2
・新しいアイデアを職員間でアイデアを出し合ったり

児童からもアドバイスを頂いて考える。

3
・楽しんで過ごしている様子が伝われるように

　配信を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・安心して通えるように日々点検を心掛ける。

2

3

・施設内の空間が評価されています。

・運動する場所やゆっくりと過ごす場所がしっかりと

分けられていて安心できる家庭的な空間である。

・余暇活動がゆったりとすごせるようにしています。

・多彩なプログラムがあり、こどもが毎日楽しみにしている。

・日々のプログラムが同じにならないように

多彩なプログラムを月制作している

・児童のようすがわかるようにおたより等でお知らせしている

・日々の様子がわかるようにおたよりで配信しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・建物の構造２F・３Fであり階段。 ・階段が急であり、バリアフリーではなく、上がるまでが

大変である。

令和6年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ジョイ

○保護者評価実施期間
令和6年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


